
貧
血
性
母
斑
を
俘
へ
る
レ
。
ク
塑

多
襲
牲
軟
性
繊
維
腫
の
醐
擁

ン
グ
ハ
ウ
ゼ
．
ン
庇
。

棄
京
女
子
讐
學
專
門
學
校
皮
膚
科
泌
尿
器
科
数
室

　
　
　
　
撫
　
　
本
　
　
　
峰

子

　
患
者
　
岩
上
某
男
、
二
十
五
歳
．
陸
軍
士
官
三
校
馬
丁
．
初
診
本
年
八
月
二
十
八
鵬
。

　
家
族
史
　
爾
系
世
父
愚
に
就
て
は
不
墾
．
父
は
三
年
前
五
十
七
歳
を
以
て
腫
物
の
爲
に
死
亡
し
．
母
は
現
在
六
十
三
歳
に
て

健
在
せ
り
、
兄
弟
は
七
人
、
患
者
は
そ
の
末
弟
な
蔭
も
背
競
及
兄
姉
術
ほ
近
親
者
に
患
者
と
類
似
せ
る
皮
膚
疾
患
を
認
め
す
。

　
既
往
症
　
特
記
す
べ
き
も
の
な
け
れ
ど
．
患
者
は
舌
車
皮
層
色
廼
常
よ
り
も
黒
き
方
に
し
て
且
生
血
身
膿
の
動
画
に
褐
色
の

色
素
斑
を
認
め
、
其
の
他
幼
時
よ
勢
胸
部
に
白
色
斑
あ
る
を
氣
戯
け
も
と
言
ふ
。

　
現
症
歴
　
約
二
年
前
雨
量
上
謄
に
碗
豆
大
．
皮
膚
と
同
色
の
結
節
を
生
じ
た
る
を
認
め
、
漸
次
増
大
せ
り
、
其
後
次
第
に
同

襟
の
良
畳
的
症
状
を
敏
如
せ
る
結
節
を
身
膿
の
慮
々
に
形
成
し
意
う
、
そ
の
数
著
し
く
多
藪
と
な
う
た
う
。

　
現
症
　
膿
二
院
等
大
、
榮
養
佳
良
、
聴
感
皮
下
脂
肪
組
織
の
襲
育
も
亦
良
く
侮
等
晦
形
を
認
め
す
、
皮
膚
色
は
一
般
に
謡
講

色
に
傾
く
、
串
曲
者
の
顔
面
に
は
面
庖
を
伴
へ
る
尋
常
性
煽
鰹
瘡
　
を
見
る
．
其
の
他
躯
［
幹
四
肢
惜
顔
面
面
殆
ん
ど
身
謄
隅
全
面
に
わ
た
り

中
指
頭
大
乃
至
超
昔
風
頭
大
の
多
藪
の
柔
軟
な
る
腫
瘍
孤
立
性
に
散
在
せ
る
を
見
．
そ
の
歎
三
十
箇
以
上
を
算
す
、
該
腫
瘍
は

其
の
境
界
明
確
、
牢
球
形
を
な
す
あ
む
或
は
周
園
皮
膚
と
の
移
行
緩
徐
に
し
て
僅
か
に
重
書
に
出
で
烏
瓜
な
る
隆
起
を
呈
せ
る

あ
り
、
共
色
皮
層
常
色
を
帯
ぶ
る
も
の
、
艶
福
色
を
な
せ
る
も
の
或
は
青
紅
色
の
色
調
を
帯
び
お
る
も
の
あ
り
。
是
等
の
外
に
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本
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伴
へ
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レ
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ク
リ
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ハ
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セ
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多
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性
軟
性
繊
維
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山
本
・
”
貧
血
性
母
斑
を
俘
へ
る
レ
ッ
ク
リ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ン
氏
多
目
性
軟
性
繊
維
腫
の
一
例

幡
多

室
と
し
て
顔
面
胸
部
の
下
部
よ
6
腹
部
の
上
部
に
ま
た
が
る
部
分
、
其
他
脊
部
の
下
方
よ
り
腰
部
に
点
け
て
、
米
粒
大
乃
至
橘

豆
大
の
皮
表
よ
り
講
習
の
隆
起
を
な
せ
る
小
腫
瘍
が
無
籔
に
播
種
歌
に
散
在
す
そ
れ
等
古
傷
上
表
も
亦
褐
色
調
或
は
青
紅
色
調

を
呈
す
、
該
腫
瘍
は
何
れ
も
皮
膚
と
密
著
し
皮
下
組
織
と
は
容
易
に
移
動
す
、
そ
の
硬
度
は
揮
力
性
軟
に
し
て
之
を
聾
す
る
も

何
等
の
軍
器
を
來
さ
す
漏
る
も
の
は
そ
の
内
部
に
索
状
物
論
は
核
様
物
質
を
鯛
濡
し
得
、
術
ほ
大
な
る
腫
瘍
の
上
表
の
毛
嚢
口

は
多
く
著
明
と
な
れ
る
を
認
む
。
上
記
の
如
き
多
藪
の
小
腫
瘍
に
混
り
て
鑛
幹
及
び
四
肢
に
碗
豆
大
乃
至
號
最
豆
大
の
褐
色
々
素

斑
あ
り
て
そ
の
藪
約
十
箇
、
左
側
㎜
腎
部
に
長
樫
約
十
五
糎
の
横
は
れ
る
「
な
す
び
」
形
を
な
す
褐
色
々
素
斑
を
認
む
。
こ
れ
よ
り

右
上
方
に
約
一
糎
の
長
さ
の
黒
色
硬
毛
を
有
す
る
栂
指
頭
大
の
面
形
暗
褐
色
々
素
斑
あ
り
、

　
次
に
患
者
の
前
胸
部
を
見
る
に
腫
瘍
以
外
に
は
一
見
愛
化
な
き
も
諦
親
す
る
時
は
右
側
鎖
骨
下
に
栂
指
頭
大
の
も
の
二
箇
、

胸
骨
爾
側
に
腕
豆
大
の
も
の
三
箇
、
栂
指
頭
大
の
も
の
一
箇
、
即
ち
幽
微
な
る
色
素
脱
失
竃
に
類
す
る
限
局
性
皮
斑
の
存
在
を

認
む
、
こ
の
部
位
一
帯
を
指
を
以
て
静
々
強
く
摩
擦
し
局
所
に
潮
紅
を
惹
起
せ
し
む
れ
ば
治
下
の
黒
血
面
上
に
劃
然
論
る
輪
廓

を
益
す
る
蓋
自
色
皮
斑
を
明
か
に
認
め
得
る
に
至
る
、
硝
子
歴
に
よ
り
境
界
は
不
明
と
な
る
。
肝
癌
の
皮
層
面
と
は
同
輩
に
し

て
該
皮
斑
上
表
に
何
等
の
異
常
、
磯
疹
を
認
め
す
。

　
皮
層
標
記
症
陰
性
、
頭
髪
腋
毛
の
登
育
正
常
、
口
腔
咽
頭
粘
膜
に
異
常
な
く
、
眼
科
に
於
け
る
槍
査
に
依
れ
ば
結
膜
角
膜
虹

賜
等
に
繊
維
腫
と
目
す
べ
き
も
の
認
む
る
能
は
す
、
中
心
親
力
正
常
、
眼
底
は
硯
紳
纏
そ
の
他
に
異
常
な
く
、
視
野
に
も
差
し

た
る
礎
化
な
し
と
言
は
る
、
内
臓
細
意
も
亦
異
常
な
し
。
精
紳
状
態
に
は
異
常
な
き
如
き
な
れ
ど
も
患
者
と
會
話
中
幾
分
智
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

に
訣
陥
あ
る
如
く
畳
え
さ
せ
ら
れ
た
り
。
尿
に
異
常
成
分
認
め
ら
れ
す
、
ピ
川
ケ
氏
皮
層
反
鷹
弱
陽
性
、
劇
職
反
鷹
、
引
引
「

ツ
ヶ
氏
反
鷹
…
北
ハ
に
陰
性
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
寛
創
具
に
よ
れ
る
ト
，
ル
コ
鞍
の
紙
漉
大
さ
正
常
、
血
液
所
見
正
常
、
赤
血
球
沈
降
速
度
は

リ
ン
ツ
ェ
ン
マ
イ
エ
ル
氏
法
に
よ
り
て
百
四
分
、
血
液
型
は
A
型
、
血
魅
は
最
大
血
腿
百
二
十
粍
、
最
小
張
出
入
込
粍
。

　
皮
膚
腫
瘍
の
組
織
學
的
所
見
は
定
型
的
の
紳
士
繊
維
腫
の
礫
を
示
せ
り
。
（
以
上
）


